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故　髙橋　勇
ゆ う し ょ う

昭さんに叙位（従六位）
　平成27年6月に旭日双光章（地方自治功労）
を受章され、令和２年 10月 30 日にご逝去さ
れた髙橋勇昭さん（猿橋）の長年の功績をた
たえて位階が授与されました。
　髙橋さんは昭和 50年５月から平成 11年４
月まで、６期 24 年にわたり、旧沢内村議会
議員を務めました。村議会副議長、産業建設
常任委員会委員長、総務教民常任委員会副委
員長などを歴任し、旧村勢の発展に尽力され
ました。
　また、獣医師として畜産振興にも力を注ぎ、
農業振興に貢献しました。

Topix
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西和賀の情景
この町で生きる

目を閉じると、懐かしい西和賀の情景が思い浮かぶ。
その情景には、今も西和賀で生きる人たちがいる。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
門も

ん
ま馬

由
佳
さ

ん
（
湯
田
・
30
歳
）
は
こ
の
３
月
で
３

年
間
の
活
動
を
終
え
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
西
和
賀
町
に
拠
点
を
残

し
つ
つ
、
宮
城
県
女お

な
が
わ川

町
で
小
・
中
学

生
の
学
習
支
援
を
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の

一
員
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

　
門
馬
さ
ん
は「
女
川
で
経
験
を
積
み
、

３
年
後
に
は
西
和
賀
町
で
学
び
の
場
所

づ
く
り
を
し
た
い
」と
力
を
込
め
ま
す
。

門
馬
さ
ん
が
立
ち
上
げ
を
予
定
す
る
学

び
の
場
で
は
子
ど
も
た
ち
へ
の
学
習
支

援
の
ほ
か
、
保
護
者
た
ち
が
集
え
る
場

に
も
し
た
い
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

「
私
自
身
、
子
ど
も
の
頃
は
勉
強
が

嫌
い
で
し
た
。
海
外
の
人
た
ち
と
会
話

が
し
た
い
と
い
う
思
い
が
き
っ
か
け

で
、
英
語
を
話
す
練
習
を
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
関
心
に

合
っ
た
﹃
勉
強
し
た
い
﹄
と
い
う
気
持

ち
を
引
き
出
せ
る
よ
う
な
場
所
を
作
り

た
い
」
と
門
馬
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
門
馬
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
、「
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
、
Ｐ
Ｒ
動
画
の
制
作
、
西
和
賀

産
業
公
社
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の

構
築
な
ど
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て

動
画
や
印
刷
物
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
制

Profi le

門馬 由佳さん

東京都出身。大学院で
NPO の運営などを学び
な が ら、2014 年 に 国
際交流団体 NICE のボ
ランティアで雪あかり
に参加し、プロジェク
トリーダーを務める。
地域おこし協力隊とし
て町の PR 活動をする。

【出演者を募集】
　挑戦している人、伝統を守り続けている人など西和賀町
で頑張っている人を募集します。自薦・他薦は問いません。
お気軽に情報をお寄せください。
 問い合わせ先／企画課☎ 0197-82-3284

作
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
な

ど
に
携
わ
り
、
西
和
賀
町
の
魅
力
を
発

信
し
続
け
ま
す
。

　
「
休
日
な
ど
に
は
西
和
賀
の
地
域
行

事
に
も
参
加
し
た
い
で
す
。
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
、
地
域
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

な
ど
が
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
れ
る
。

そ
ん
な
西
和
賀
に
し
か
な
い
す
て
き
な

暮
ら
し
を
残
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
み

を
浮
か
べ
ま
す
。

　
門
馬
さ
ん
は
「
西
和
賀
町
を
教
育
の

拠
点
に
し
て
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
も

都
会
の
子
ど
も
た
ち
も
自
然
豊
か
な
西

和
賀
町
を
実
感
で
き
る
場
所
に
し
た

い
。
こ
こ
に
し
か
な
い
暮
ら
し
を
未
来

に
伝
え
た
い
」と
夢
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

広報西和賀が全国へ
県コンクール3部門で入賞

　令和２年度岩手県市町村広報コンクール（県、県広報協議会、岩手
日報社主催）の審査が１月 20 日、盛岡市の自治会館で行われ、広報西
和賀が広報紙の部で１位、一枚写真の部で１位、組み写真の部で３位
に選ばれました。
　１位に選ばれた広報紙と一枚写真は４月に開催される全国広報コン
クールに県代表として出展・審査されます。

広報紙の部（参加 24 点）
１位［県代表］12 月号

組み写真の部（参加 37 点）
３位　７月号 10-11 頁

一枚写真の部（参加 61 点）
　１位［県代表］12 月号 表紙

町長からご家族に伝達を行いました

西
和
賀
に
し
か
な
い

暮
ら
し
を
残
し
た
い
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東日本大震災から 10年

特集　あの日を忘れない
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
10

年
が
経
過
し
ま
す
。

　
こ
こ
は
岩
手
県
大
槌
町
の
吉
里
吉
里
海

岸
。
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け
、
が
れ

き
が
押
し
寄
せ
た
こ
の
場
所
で
は
、
海
岸

復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
1
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
三
陸
沖

の
宮
城
県
牡お

し
か鹿

半
島
の
東
南
東
1
3
0
㌔

㍍
付
近
で
、
深
さ
約
24
㌔
㍍
を
震
源
と
す

る
地
震
で
し
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
日

本
国
内
観
測
史
上
最
大
規
模
の
9
・
0
。

特集　あの日を忘れない

　
西
和
賀
町
で
は
震
度
４
の
揺
れ
を
観
測

し
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
翌
日
夜
に
か
け

て
町
内
全
域
で
停
電
。
燃
料
や
生
活
物
資

の
物
流
が
停
滞
し
、
町
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
で
も
給
油
量
の
制
限
や
休
業
が
相

次
ぎ
、
多
く
の
商
店
で
生
活
物
資
な
ど
が

不
足
し
ま
し
た
。

　
町
は
同
年
３
月
22
日
に
東
日
本
大
震
災

西
和
賀
町
支
援
対
策
本
部
を
設
置
し
、
大

槌
町
を
中
心
に
沿
岸
市
町
村
へ
の
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

　
物
資
の
支
援
や
職
員
派
遣
の
ほ
か
、
町

内
温
泉
に
送
迎
し
て
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
な
ど
町
の
特
性
を
生
か
し
た
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

　
町
内
の
旅
館
な
ど
は
避
難
所
と
し
て
活

用
さ
れ
、
陸
前
高
田
市
や
気
仙
沼
市
な
ど

か
ら
多
く
の
避
難
者
が
町
に
一
次
避
難
を

し
ま
し
た
。

　
あ
の
と
き
、
私
た
ち
は
何
を
感
じ
、
何

を
学
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
沿
岸
地
域
と
の
つ

な
が
り
、
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
、
改

め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

撮影場所／大槌町吉
き り き り

里吉里海岸
撮影日／2015 年５月 23 日
写真提供／大槌町役場
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つながりを

特集　あの日を忘れない
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ホテル対滝閣
大澤 幸子代表取締役

　対
たいりゅうかく

滝閣には陸前高田市などから避難してきた
人たちが滞在しました。バスから降りる皆さん
の表情は心が疲弊しているように見えて、泣い
てしまいました。
　滞在している皆さんが話をしやすい環境を整
えることが大切だと感じ、地元老人クラブから
協力してもらい、皆さんが気軽に会話をできる
よう心掛けました。話をして一緒に泣いてしま

沿岸の皆さんの強さに元気をもらっている

学
校
同
士
の
交
流
が
震
災
以
降
、
続

い
て
い
ま
す
。
湯
田
小
学
校
と
沢

内
小
学
校
は
大
槌
町
立
吉
里
吉
里
小
学
校

（
現
・
吉
里
吉
里
学
園
小
学
部
）
と
の
交

流
を
平
成
23
年
に
開
始
。

　
平
成
24
年
に
は
湯
田
小
学
校
の
４
年
生

が
吉
里
吉
里
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

給
食
を
一
緒
に
食
べ
、
お
互
い
の
合
唱
を

披
露
。
児
童
た
ち
は
地
域
の
人
た
ち
と
一

緒
に
作
っ
た
お
米
を
届
け
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
に
は
吉
里
吉
里
小
学
校
の
３

年
生
が
西
和
賀
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
湯
田

小
・
沢
内
小
の
３
年
生
と
ゲ
ー
ム
な
ど
を

通
し
て
交
流
。
町
内
２
校
は
吉
里
吉
里
小

学
校
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
き
ま

忘れない

　今年は新型コロナウイルスの影響で、お米を育てる
ことが大変だったのではないかと思います。毎年のよ
うに湯田小学校の皆さんが頑張って育ててくれたお米
をいただき、うれしく思います。
　湯田小学校の皆さんとは会ったことはありませんが、
お米を届けてくれて、近い存在に感じています。
　人が変わりながらも、この交流の縁が続いているこ
とがうれしいし、これからも続いてほしいと思います。
　私たちが大人になったとき、湯田小学校の皆さんに
いつか会えたらいいなと思います。

いつか皆さんに会いたい
大槌町立吉里吉里学園小学部
関谷璃

り み

美さん（６年）

し
た
。

　
現
在
で
は
、
お
互
い
の
学
校
を
訪
問
す

る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
湯
田
小

学
校
は
児
童
た
ち
が
収
穫
し
た
お
米
を
吉

里
吉
里
学
園
に
送
る
こ
と
で
、
交
流
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
お
米
と
一
緒
に
児
童
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
同
封
し
、
吉
里
吉
里
学
園
か
ら
も
お

礼
の
手
紙
が
届
い
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
田
植
え
体
験
や
稲

刈
り
体
験
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、地
域
の
人
た
ち
の
協
力
を
得
て
収
穫
。

11
月
10
日
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
、
お

米
20
㌔
を
送
り
ま
し
た
。

令和元年度の「おいしいお米を作ろう」の学習

児童一人ひとりが丁寧に植えました手作業で稲刈りを体験地域の人たちと感謝の集いを開きました

震災後の４月から沿岸地域から避難した人たちが町内の
旅館などに滞在しました。今でも連絡を取り合っている
という対滝閣の大澤さんからお話を聞きました。

うことばかりでした。次第に皿洗いなどを手
伝ってくれる避難者の人もいて、本当に少しず
つですが笑顔が見られるようになりました。
　避難した皆さんが戻ってからも数年は行き来
をして交流を続けました。今でも電話や年賀状
で連絡があります。連絡は少なくなりましたが、
それが元気でいる証拠だと思います。沿岸の皆
さんは強い。その姿に元気をもらっています。

2021年３月号 6

　５年生のとき、授業で震災について学びました。私
たちは災害時に社会を支える仕事をまとめました。授
業を通して、沿岸地域の被害の大きさや大変だったこ
となどを学びました。
　私は沿岸には行ったことがありませんが、お米の授
業を通して自分たちにもできることをやりたいと感じ
るようになりました。今年は新型コロナウイルスの影
響で、田植えや稲刈りなどは地域の人たちにお願いし
ましたが、これまで交流が続いてきたことがうれしい
し、つながりを感じています。

交流につながりを感じる
湯田小学校
髙橋明

あ す み

日美さん（６年）
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支
え
合
っ
て
生
き
て
い
る
気
づ
き

　
2
0
1
1
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
、
大
槌
町
は
大
き
な
揺
れ
と
そ

れ
に
続
く
未
曾
有
の
大
津
波
に
襲
わ
れ
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
津
波
に
よ

る
死
者
、
行
方
不
明
者
は
1
2
８
６
人
に

上
り
、
４
千
戸
以
上
の
家
屋
が
倒
壊
し
ま

し
た
。

　
あ
の
日
か
ら
10
年
。
住
民
の
住
宅
再
建

は
着
実
に
進
み
、
災
害
公
営
住
宅
は
計
画

戸
数
８
7
６
戸
の
整
備
と
入
居
が
完
了
し

ま
し
た
。
ま
た
、
小
中
一
貫
教
育
校
「
町

立
大
槌
学
園
」
や
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
、

大
槌
駅
な
ど
の
施
設
が
完
成
し
、
三
陸
鉄

道
リ
ア
ス
線
が
開
通
す
る
な
ど
、
町
は
か

つ
て
の
機
能
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
全
国
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
応
援
派
遣
の
人
た
ち
の

協
力
や
、
物
的
支
援
が
大
き
な
助
け
と

な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
支
援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や

震
災
時
の
経
験
が
与
え
て
く
れ
た
の
は
、

体験から学ぶ・大槌町

忘れない、伝える、備える。
東日本大震災で大きな被害を受けた大槌町の協力を得て、
現在の復興の状況と町民の姿を伝えます。

特集　あの日を忘れない

支
え
合
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
へ
の
気
づ

き
で
し
た
。

悲
劇
の
ま
ま
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に

　
ハ
ー
ド
面
の
復
旧
・
復
興
を
進
め
る
と

同
時
に
町
が
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
の
支
援
。
町
は
平
成

2₈
年
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
支
援
室
を
新

設
し
、
住
民
組
織
の
立
ち
上
げ
や
地
域
活

動
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
住
宅
再
建
が
落
ち
着
い
て
き
た
現
在
、

新
た
な
町
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

が
進
み
、
自
治
会
や
住
民
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
を
中
心
に
、
地
域
主
体
で
交
流
行
事

や
町
の
課
題
に
取
り
組
む
体
制
が
で
き
始

め
て
い
ま
す
。
地
域
防
災
の
面
に
お
い
て

も
、
自
治
会
独
自
の
防
災
訓
練
や
、
防
災

マ
ッ
プ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
な

ど
、
震
災
後
に
変
化
し
た
環
境
へ
の
対
応

を
行
政
と
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
住
民
主
体
の
行
動
の
根
っ

こ
に
あ
る
の
は
「
10
年
前
の
出
来
事
を
悲

劇
の
ま
ま
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
」
と
い
う

願
い
。

　
こ
れ
は
町
が
大
槌
町
震
災
津
波
伝
承
事

業
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
掲
げ
て
い

る
「
忘
れ
な
い
」「
伝
え
る
」「
備
え
る
」

と
い
う
言
葉
に
表
れ
て
い
ま
す
。

　
未
曾
有
の
大
災
害
を
確
か
な
教
訓
と
し

て
、
自
分
た
ち
が
学
び
、
伝
え
、
将
来
に

防
災
文
化
と
し
て
承
継
し
て
い
く
こ
と
を

責
務
と
捉
え
、
町
が
事
業
化
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
津
波
で
犠
牲
に
な
っ
た
人

た
ち
の
生
前
の
様
子
や
当
日
の
様
子
を
記

録
と
し
て
残
す
「
生
き
た
証
回
顧
録
」
や

震
災
の
画
像
や
資
料
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
公
開
す
る
「
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ

ム
～
つ
む
ぎ
～
」、
震
災
発
生
か
ら
7
年

間
の
大
槌
町
の
復
興
過
程
を
つ
づ
っ
た
震

災
記
録
誌
「
生
き
る
証
」
な
ど
住
民
参
加

の
も
と
制
作
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

若
い
世
代
の
防
災
意
識

　
大
槌
高
校
で
は
、
生
徒
に
よ
る
復
興
研

究
会
を
発
足
し
、
東
日
本
大
震
災
津
波
か

ら
約
10
年
間
、
定
点
観
測
や
防
災
・
ま
ち

づ
く
り
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

な
ど
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
生
徒
自

身
の
津
波
体
験
を
紹
介
す
る
「
ぼ
う
さ
い

紙
芝
居
」
を
作
成
し
地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
読
み
聞
か
せ
る
な
ど
、
そ
の
活
動
は
幅

を
広
げ
、
学
校
と
地
域
が
取
り
組
む
優
れ

た
防
災
教
育
を
推
進
・
顕
彰
す
る
「
ぼ
う

さ
い
甲
子
園
」
で
今
年
度
は
奨
励
賞
、
過

去
2
年
度
は
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
若
い
世
代
の
意
欲
的
な
活
動
は
、

地
域
の
防
災
意
識
の
醸
成
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

感
謝
を
忘
れ
ず
、
伝
え
、
備
え
る

　
大
槌
町
民
の
支
え
合
い
の
意
識
や
、「
忘

れ
な
い
」「
伝
え
る
」「
備
え
る
」
の
考
え

と
実
践
は
、
私
た
ち
が
津
波
の
経
験
を
乗

り
越
え
得
た
も
の
で
す
。
そ
の
過
程
に
は

西
和
賀
町
を
は
じ
め
と
す
る
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
の
支
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
支
え
に
対
す
る
感
謝
を
「
忘
れ

ず
」、
こ
れ
か
ら
も
良
き
友
人
と
し
て
こ

の
経
験
や
教
訓
を
「
伝
え
」、
共
に
学
ぶ

こ
と
で
、
西
和
賀
町
の
「
備
え
る
」
力
の

一
つ
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

小中一貫校の大槌学園

文化交流センターおしゃっち

防災ワークショップなど行政と町民が
一体となって取り組んでいます

ぼうさい紙芝居を活用した高校生の意欲的
な活動

震災記録誌「生きる証」は大槌町ホー
ムページから読むことができます

文・写真
小笠原 佑

ゆ う き

樹主査（大槌町復興推進課）

大槌町震災アーカイブ
「つむぎ」

大槌高校１年生による三陸みらい探求
「防災を大人から子どもへ伝えられる町」と題して発表するグループ
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教訓を忘れない
大規模な災害が起きたとき、西和賀では孤立する集落もあるかもしれない。

支援の手が届くまで生き抜くためには自ら備えておく必要がある。

特集　あの日を忘れない

宝
探
し
か
ら
始
ま
っ
た

地
域
防
災
の
取
り
組
み

　
若
畑
里
づ
く
り
委
員
会
（
松
本
賢
一
委

員
長
）
で
は
、
防
災
訓
練
を
重
ね
、
地
域

の
防
災
意
識
を
高
め
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
同
委
員
会
で
事
務
局
長
を
務
め
て
い

る
藤
原
光み

つ
き記
さ
ん
か
ら
活
動
内
容
を
聞
き

ま
し
た
。

　
若
畑
地
区
で
は
、
平
成
16
年
に
地
元
学

の
事
業
の
一
環
で
地
域
の
宝
探
し
を
実

施
。
地
域
に
と
っ
て
未
来
に
残
し
た
い
重

要
な
宝
を
選
び
、
そ
の
改
善
・
活
用
策
を

考
え
ま
し
た
。

　
そ
の
宝
の
一
つ
が「
川
舟
断
層
」で
す
。

川
舟
断
層
は
明
治
29
年
の
陸り

く
う羽

地
震
で
隆

起
し
た
断
層
の
起
点
で
す
。
秋
田
・
岩
手

県
境
の
山
間
部
で
発
生
し
た
陸
羽
地
震
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
2
の
内
陸
地
震
で

し
た
。
平
成
20
年
に
川
舟
断
層
の
学
習
会

を
開
催
。
講
話
や
現
地
見
学
会
、
防
災
訓

練
を
行
い
、
地
震
の
恐
ろ
し
さ
と
対
応
の

重
要
性
を
学
び
合
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動

が
き
っ
か
け
で
、
若
畑
地
区
の
防
災
訓
練

が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
22
年
に
設
立
さ

れ
た
若
畑
里
づ
く
り
委
員
会
で
防
災
訓
練

は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
が
起
き
る
前
か
ら
防
災

活
動
に
力
を
入
れ
て
き
た
若
畑
地
区
で
す

が
、
藤
原
さ
ん
は
「
震
災
を
き
っ
か
け
に

改
め
て
日
頃
か
ら
の
意
識
が
大
切
だ
と
感

じ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
若
畑
地
区
で
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
災
害
は
河
川
氾
濫
や
土
砂
災
害
が

あ
り
ま
す
。防
災
訓
練
を
続
け
る
こ
と
で
、

危
険
箇
所
を
知
り
、
防
災
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
」
と
藤
原
さ
ん
は
力
を

込
め
ま
す
。

　

町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
活
用

し
、
地
区
の
河
川
氾
濫
区
域
や
土
砂
災
害

警
戒
区
域
の
現
地
確
認
会
な
ど
を
行
い
、

危
険
箇
所
を
地
域
で
共
有
し
て
き
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
の
防
災
訓
練
は
避
難
訓
練
・

安
否
確
認
・
消
火
訓
練
・
炊
き
出
し
訓
練

と
充
実
し
た
内
容
で
す
。

　
実
際
の
災
害
時
に
は
情
報
が
錯さ

く
そ
う綜

す
る

こ
と
を
想
定
し
、
安
否
確
認
は
「
避
難
完

了
者
の
確
認
」「
避
難
し
て
い
な
い
人
の

自
宅
で
の
確
認
」「
安
否
確
認
済
み
の
表

示
」
と
明
確
に
決
め
て
い
ま
す
。
既
に
各

世
帯
の
名
簿
を
作
成
し
て
い
て
、
い
ざ
と

い
う
時
に
対
応
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
炊
き
出
し
訓
練
は
災
害
救
助
用
炊
飯
袋

を
使
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
毎
年
の
防
災
訓

練
で
残
っ
た
災
害
救
助
用
炊
飯
袋
を
公
民

館
な
ど
に
備
蓄
し
て
い
て
、
実
際
の
災
害

が
起
き
た
場
合
に
も
炊
き
出
し
を
行
え
る

状
況
で
す
。

　
藤
原
さ
ん
は
「
防
災
訓
練
を
重
ね
る
こ

と
で
、地
域
の
連
携
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

防
災
活
動
が
地
域
づ
く
り
の
原
動
力
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
自
負
し
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
防
災
活
動
を
若
い
世

代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
で
す
。
次
の
世
代
へ

危
険
箇
所
や
災
害
時
の
行
動
を
伝
え
て
い

く
こ
と
で
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
も
防

西和賀町消防防災
アドバイザー
小山 雄士さん

　災害に備えるには、まず災害を知ることが大切です。地
震の場合はどういった状況が想定されるか、どこが危険な
のか、自宅は安全か、避難経路は安全かなどを知り、次の
想定を考えることが大切です。
　危険箇所は災害によって異なります。日頃からこういう
災害が起きたらどこが危険か、どう行動するかを意識して
おくことが、いざという時につながります。冬に大きな地
震が起きれば、雪崩が発生し孤立集落も出る可能性もあり
ます。地域でどう行動するかを想定しておくことも重要です。

災害を知り、行動を想定することが大切

（写真上 ) 危険箇所を確認する若畑地
区の皆さん（写真下）確認した危険
箇所の災害想定を共有しました

災
意
識
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
活
動
を
続

け
ま
す
。「
次
の
世
代
の
人
た
ち
に
引
き

継
い
だ
と
き
に
、
危
険
箇
所
や
地
域
の
宝

な
ど
が
分
か
る
よ
う
に
資
料
な
ど
を
残
し

て
お
く
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
か
な
」
と

藤
原
さ
ん
は
意
気
込
み
ま
す
。

あ
の
日
を
忘
れ
な
い

そ
し
て
、
伝
え
る

　
東
日
本
大
震
災
で
私
た
ち
が
学
ん
だ
こ

と
。「
教
訓
」「
命
の
大
切
さ
」「
人
と
人

の
つ
な
が
り
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
答
え

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
自
然
は
私
た
ち
に
豊
か
さ
を
与
え
て
く

れ
る
一
方
で
、時
に
猛
威
を
ふ
る
い
ま
す
。

い
つ
も
の
日
常
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
は

な
く
、
災
害
に
よ
っ
て
一
変
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
の
一
つ
に
「
忘

れ
な
い
こ
と
・
伝
え
る
こ
と
」
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
東
日
本
大
震
災

が
き
っ
か
け
で
考
え
た
こ
と
が
皆
さ
ん
に

も
あ
る
は
ず
で
す
。

　
あ
の
日
、
私
た
ち
が
東
日
本
大
震
災
か

ら
感
じ
た
大
切
な
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
災

害
へ
の
備
え
や
命
の
大
切
さ
、
人
の
つ
な

が
り
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
が

震
災
を
経
験
し
た
私
た
ち
の
使
命
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

前・委員長　
藤原 輝夫さん（若畑・74 歳）

事務局長　
藤原 光記さん（若畑・71 歳）

現・委員長　
松本 賢一さん（若畑・67 歳）



SUN㊐ MON� TUE㊋ WED㊌ THU㊍ FRI㊎ SAT㊏

1 ● 乳児健診 2 3 4 5 ● 乳児健診 6
・ 西和賀高校卒業式 ・ 宇宙×ILC企画展（～7日・銀河

ホール）

内科 小原・赤坂（新患）
外科 伊瀬谷

（小児）午後１時～３時30 分
（神経）午後２時30分～４時30分

内科 伊瀬谷
外科   北村（午前 11 時～・新患

のみ）
（整形）午前 8 時～11時30分

内科 小原・鎌田（中部）
　　 伊瀬谷（午後）
外科 北村

（泌尿）午後１時～４時

内科 北村・小島（中部）・赤坂
外科 上沖

（整形）午前 8 時～11時30分

内科 北村・赤坂
外科 小原

（眼科）午前８時～午後３時30分

（耳鼻）午前 8 時～11時30分

7 8 9 ● 健幸大学夜間学部（太
田老人福祉センター） 10 11 12 13

・ 沢内中学校卒業式

内科 小原・赤坂（新患）
外科 伊瀬谷

（小児）午後１時～３時30 分

内科  伊瀬谷
　　 北村（午前 10 時～）
外科 小原

（夜間）午後５時～６時30分

内科 小原・鎌田（中部）
　　 伊瀬谷（午後）
外科 北村

（循環）午後１時～３時 30 分

内科 北村・小島（中部）・赤坂
外科 上沖

（整形）午前 8 時～11時30分

内科 北村・赤坂
外科 小原
（歯科）休診

14 15 16 17 18 19 ● 幼児健診 20 春分の日

・ オリンピック聖火巡回展示
（銀河ホール）

・巡回図書（湯田方面）
・ 湯田中学校卒業式

・ 巡回図書（沢内方面） ・ 湯田小学校・沢内小学校
卒業式

・ 川舟・新町保育所、
川尻保育園卒園式

（眼科）午前８時～午後３時 30 分 内科 小原・赤坂（新患）
外科 伊瀬谷

（小児）午後１時～３時30 分
（神経）午後２時30分～４時30分

内科 伊瀬谷
外科   北村（午前 11 時～・新患

のみ）
（整形）午前 8 時～11時30分

内科 小原・鎌田（中部）
　　 伊瀬谷（午後）
外科 北村

（泌尿）午後１時～４時

内科 北村・小島（中部）・赤坂
外科 上沖

（整形）午前 8 時～11時30分

内科 北村・赤坂
外科 小原

21 22 23 24 25 26 27
・ せんだん保育所卒園式 ・ 湯本保育園卒園式

内科 小原・赤坂（新患）
外科 伊瀬谷

（小児）午後１時～３時30 分
（神経）午後２時30分～４時30分
（矯正）午後１時30 分～５時30 分

内科  伊瀬谷
　　 北村（午前 10 時～）
外科 小原

内科 小原・鎌田（中部）
　　 伊瀬谷（午後）
外科 北村

内科 北村・赤坂
外科 上沖

（整形）午前 8 時～11時30分

内科 北村・赤坂
外科 小原

（眼科）午前８時～午後３時30分
（歯科）休診

28 29 30 31 2    3
　　　　 　　　　

内科 小原・赤坂（新患）
外科 伊瀬谷

（小児）午後１時～３時30 分

内科  伊瀬谷
　　 北村（午前 10 時～）
外科 小原

内科 小原・鎌田（中部）
外科 北村

　　　　

子どもの健康
乳児健診

３月１日 ３月５日
１歳児

（R２年１~2月生）
１歳児

（R1年12月～R２年2月生）

西和賀さわうち病院
午後１時～１時20分

湯田農業者トレーニングセンター
午後１時～１時20分

３月
2021年／令和３年

くらしのカレンダー

●  急患を除き、診療は予約
制です。予約は平日の午
後１時から５時までに
電話をしてください。

●  時間を表示している診
療科以外の診療時間は、
午前中のみです。

【 夜間、土曜・日曜・祝日は
救急・急患対応します】

●問い合わせ先
 ☎ 0197-85-3131

川舟保育所ひな祭り

日　（眼科）：眼科（佐渡）
月　（小児）：小児科（済生会）
　　（神経）：神経内科（田郷）
　　（矯歯）：矯正歯科（医大）
火　（整形）：整形外科（済生会） 
　　（夜間）：夜間（小原）

水　（泌尿）：泌尿器科（胆沢）
木　（整形）：整形外科（済生会）
　　（循環）：循環器内科（那須）
金　（眼科）： 眼科（順天堂）
土　（耳鼻）：耳鼻科（医大）

西和賀さわうち病院の診療科目（かっこ内は担当医）

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、診療
日程などは変更・中止となる場合があります。

幼児健診
３月19日

１歳半（R1年7～8月生）　２歳（H30年7～8月生）
３歳（H29年7～8月生）　４歳（H28年7～8月生)

湯田農業者トレーニングセンター
午後１時～１時20分

14
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健
幸
だ
よ
り
Vol.45

健康福祉課（沢内庁舎）
☎ 0197-85-3411
ファクス 0197-85-2119

問い合わせ先

　
３
月
は
年
度
末
で
生
活
環
境
や
人

間
関
係
な
ど
が
変
化
す
る
時
期
の
た

め
、
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
人
も

い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
が
い
く
つ
も
重

な
っ
た
り
、
長
引
い
た
り
す
る
と
、

心
や
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
不
調
を
も
た

ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。
た
め
込
ま
ず

に
上
手
に
発
散
す
る
こ
と
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ス
を
発
散
す
る
た
め
に

＊
家
族
や
友
人
と
会
話
を
楽
し
も
う

＊�

お
酒
は
楽
し
く
適
量
（
ビ
ー
ル
な

ら
5
0
0
㍉
㍑
）
を
。
飲
み
過
ぎ

は
か
え
っ
て
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り

ま
す

＊�

軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
で
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う

＊�

休
日
は
仕
事
を
忘
れ
て
、
趣
味
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

家
族
や
友
人
と
の

支
え
合
い
を
大
切
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

予
防
に
気
を
付
け
て
、
外
出
や
人
と

必要なもの 
夜間：�タオル、上履き、動きやすい服装

日日学部

夜間学部

実施なし

日　時▶�３月9日（火）午後6時30分〜7時30分
内　容▶�運動実技「椅子ヨガ」
会　場▶太田老人福祉センター２階
講　師▶�健康運動指導士　照井 朋恵 氏
獲得健幸ポイント▶３ポイント

健 幸 大 学 講 座

椅子ヨガは少しの動きで肩こりを解消で
きる体操です

心
と
体
を
大
切
に

の
交
流
を
控
え
て
し
ま
う
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
外
出
し
に
く
い
状
況
で
も
、
家
族

や
友
人
た
ち
と
、
電
話
や
メ
ー
ル
な

ど
を
使
っ
て
積
極
的
に
交
流
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
買
い
物
や
生
活
の
支
援
、
病
院
へ

の
移
動
な
ど
、
困
っ
た
と
き
に
助
け

て
も
ら
え
そ
う
な
人
に
支
援
を
求
め

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
３
月
は
「
岩
手
県
自
殺
対
策
強
化

月
間
」
で
す
。
感
染
予
防
に
気
を
付

け
な
が
ら
、
地
域
の
友
人
た
ち
と
交

流
し
た
り
、
支
え
合
い
な
が
ら
心
を

健
康
に
し
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。テレビ電話で交流する親子

新型コロナワクチン接種を開始
●問い合わせ先／健康福祉課（沢内庁舎）☎ 0197-85-3411

３月中旬以降に接種を順次開始予定

　町では、国のスケジュールに沿って、新型コロナ
ワクチン接種体制の構築を進めています。
　ワクチン接種は３月中旬以降に①医療従事者など
② 65 歳以上の人や基礎疾患がある人③ 64 歳以下の
人の順番で、順次開始する予定です。
　ワクチン接種をすることで、新型コロナウイルス
感染症による死亡者や重症者の発生をできる限り減
らし、新型コロナウイルス感染症のまん延防止を図
ります。

居住地で２回接種

　接種を希望する人は、原則居住地（住民票所在地）
の市町村で接種を受けます。ワクチン接種は一定の
間隔を空けて２回接種する必要があります。
　かかりつけ医に相談し、接種による発症・重症化
予防の効果と副反応のリスクの双方について正しく
理解した上で、自らの意思で受けるか否かを判断し
てください。
　接種は強制ではありません。接種を受ける人の同
意がある場合に限って、接種を行います。

接種費用は無料（ただし予約が必要）

　ワクチンの接種費用は無料（全額公費負担）です。
　接種券は予診票を同封して 65 歳以上の人に３月
下旬に発送します。基礎疾患がある人と 64 歳以下
の人は、決まり次第お知らせします。
　同封された接種券などは大切に保管し、接種を受
ける際に必ず持参してください。
　ワクチンを接種するためには、予約が必要です。
３月から 65 歳以上の人に予約の通知を配布します。
接種会場や日時は決まり次第、お知らせします。

ワクチン接種に便乗した詐欺に注意
　保健所や市町村の職員をかたる人物から「お金を
払えば、新型コロナワクチンを優先的に接種できる」
という内容の不審電話が県内でも発生しています。
　新型コロナワクチンの接種に関し、保健所や市町
村職員が金銭を要求することはありません。
　同様の電話がかかってきた際は、注意してくださ
い。不審な電話がかかってきた場合は、すぐに警察
に連絡や相談をしてください。

●ワクチン接種の流れ（予定）

対象者 ３月 ４月 ５月

65 歳以上

③接種券などが届く
　対象者にワクチン接
種券と予診票が届く。

②ワクチン接種を予約
　予約確認のはがきにより、接種希望の有無
を報告する。

④接種
　予約した日時にワクチンの接種を受ける。

①通知が届く
　対象者にワク
チン接種の予約
の確認の通知が
届く。
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78
　
こ
の
西
和
賀
町
に
は
、
江
戸
中
期

か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
2
３
0

年
余
り
の
歴
史
的
事
象
を
ま
と
め
た

「
沢
内
年
代
記
」
と
い
う
書
物
が
伝

わ
っ
て
い
る
。
旧
沢
内
通
り
周
辺
地

域
の
政
治
、
経
済
、
作
柄
、
気
象
、

説
話
な
ど
、
そ
の
記
述
は
多
岐
に
わ

た
る
。

　
中
で
も
巣
郷
地
区
に
伝
わ
る
「
巣

郷
本
」
の
記
述
は
詳
細
を
極
め
、
か

つ
て
の
町
の
暮
ら
し
を
知
る
た
め
の

大
事
な
手
掛
か
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
沢
内
年
代
記
」
巣
郷
本
は
、
ま

ず
「
沢
内
開か

い
び
ゃ
く
闢
の
事
」
と
い
う
語
り

物
口
調
の
序
文
か
ら
始
ま
る
。
そ
の

昔
、
沢
内
に
は
異
形
の
悪
獣
毒
竜
毒

蛇
が
住
ん
で
お
り
、
人
々
を
捕
り
食

ら
う
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
へ

住
吉
の
神
が
光
臨
し
、
神
の
矢
を

も
っ
て
悪あ

っ
き
も
う
り
ょ
う

鬼
魍
魎
た
ち
を
退
治
す
る
。

　
神
々
の
神
通
力
に
よ
っ
て
開
か
れ

た
土
地
に
住
ま
う
人
々
の
暮
ら
し
の

機
微
を
記
し
た
の
が
、
後
に
続
く
年

代
記
で
あ
る
。

　
「
享
保
5
年
、
山や

ま
む
ろ室

の
橋
始
め
て

掛
か
る
。
宝
暦
5
年
、
大
々
飢
饉
に

て
百
穀
一
つ
も
実
ら
ず
。
蕨わ

ら
びの

根
、

葛く
ぞ

を
堀
り
、
身
命
を
つ
な
ぐ
。
明
治

19
年
、
コ
レ
ラ
病
大
い
に
有
り
。
湯

本
町
、
新
町
、
大
野
村
に
て
十
四
五

人
も
死
ぬ
」。
淡
々
と
し
た
事
実
の

記
述
か
ら
、
沢
内
に
生
き
た
人
々
の

辛
苦
が
驚
く
ほ
ど
鮮
や
か
に
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。

　

土
地
は
必
ず
し
も
豊
か
で
は
な

く
、
山
が
ち
で
雪
も
多
い
。
年
代
記

は
時
に
残
酷
な
過
去
を
読
者
へ
と
突

き
付
け
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
人
々
は
、
こ

の
西
和
賀
町
に
根
を
下
ろ
し
て
生
き

て
き
た
。
降
り
積
も
る
雪
の
下
で
、

深
く
地
面
と
結
び
付
い
て
伸
び
る
ワ

ラ
ビ
根
の
暮
ら
し
に
思
い
を
は
せ
る
。

西和賀の歴史と出会う

紫
し の

野の文化財を巡る旅
fi le10　沢内年代記（巣郷本）

文
化
財
担
当
者
に
聞
い
て
み
た

Ｑ
「
沢
内
年
代
記
」
の
筆
録
者
は
誰

で
す
か
。

Ａ
「
沢
内
年
代
記
」
の
筆
録
者
に
つ

い
て
は
、
記
録
が
残
っ
て
お
ら
ず

詳
し
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
巣
郷
本
は
左
草
所
伝
本
（
現

存
し
な
い
）
を
基
に
適
宜
記
述
を

書
き
足
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
何
代
に
も
わ
た
り
複
数

人
の
手
に
よ
っ
て
書
き
継
が
れ
て

き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

写真・文　地域おこし協力隊　成田紫野

町の魅力が詰まった
図鑑が完成！

小渡瑞
み ず き

季さん（２年） 松原詩
し な

菜さん（２年） 佐々木彩
あ や か

花さん（２年）

① 歯科衛生士になるため、苦手

科目の勉強を頑張っています。

② アートを生かした町にしたい

です。町の中に絵を描ける場

所があればいいですね。

① 学校事務員を目指して勉強を

頑張っています。
② 町の特産品を使った若者向け

の店を作りたい。植物園も面

白いですね。

① 絵の幅を広げることに力を入

れています。将来は社会福祉

士になりたいです。
② 雪や町の特徴を生かし、他市

町村と連携したい。

西高 LIFE 総合文化部の仲良し３人組を紹介します。
①今、頑張っていること②西和賀町をこんな町に！

　西和賀高校（鈴木裕校長・生徒 102 人）の１・
２年生 64 人が町内の社会人に取材した仕事観
や町の魅力をまとめた冊子「西和賀　まち・ひ
と・しごと魅力図鑑」が完成しました。
　10 月に制作を開始し、地域おこし協力隊の
協力を得ながら、模擬取材などで準備を重ねま
した。町内で働く 25 人にインタビューをし、

記事を作成。A4 判 24㌻ の冊子として 800 部
発行しました。
　魅力図鑑の完成発表会を１月 21 日、銀河ホー
ルで開催しました。
　髙橋七

な る

琉さん（２年）は「人を笑顔にできる
仕事があり、働いている人もそう思いながら働
いていると感じました」と感想を述べました。

取材を通して感じたことなどを発表しました魅力図鑑を紹介する生徒会執行部の１年生たち

Ｑ
「
沢
内
年
代
記
」
に
は
い
く
つ
か

異
本
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

Ａ
沢
内
村
教
育
委
員
会
刊
「
沢
内
年

代
記　
総
集
編
」
に
よ
る
と
、
年

代
記
の
異
本
は
現
在
9
種
ほ
ど
確

認
さ
れ
て
お
り
、
内
容
に
よ
っ
て

「
左
草
系
」「
新
町
系
」「
草
井
沢
本
」

の
３
種
類
に
大
別
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
草
井
沢
本
は
別
名
「
歳

時
記
」
と
も
呼
ば
れ
、
草
井
沢
集

落
を
中
心
と
す
る
気
象
農
作
の
項

に
独
自
の
詳
し
さ
を
持
ち
ま
す
。

町歴史民俗資料館には、沢内年代記（巣郷
本）に関する資料が展示されています。延
宝元年（1673 年）から明治中後期に至る
までの西和賀の凶作気象、行政、物価、百
姓一揆などについて幾人もの人々により付
記されたもの。昭和 55 年１月９日町の有
形文化財指定。
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Nishiwaga　　　 News
ご協力ありがとうございました。
皆さんの身近な話題や情報をお寄せください。
企画課　☎ 0197-82-3284

1818181818182021年３月号

除雪は２人以上で対応することが大切と訴える髙橋さん

　髙橋伸さん（越中畑・4₇ 歳）が雪に埋もれてい
た ₇0 代男性を救助し、北上警察署から感謝状が贈
られました。
　髙橋さんは１月３日の午後７時ごろ、行方不明に
なっていた近くに住む男性が屋根から落ちた雪に埋
まっている可能性があることを知り、スコップを持っ
て現場に駆け付けました。
　髙橋さんは「諦めずに探したことが救助につな
がったと思います。これからも見守りや声掛けを意
識していきたい」と気を引き締めていました。

髙 橋伸さん、人命救助にお手柄

２体の人形を送る左草地区の皆さん

　左草人形送りは２月11日、左草地区で開かれま
した。地区住民など約 20 人が参加し、無病息災な
どを願いました。
　早朝から公民館に集まり、男女２体のわら人形を
制作。団子とお金を人形に持たせ、地区の境まで送
りました。
　佐々木静夫さん（左草・₇0 歳）は「例年は風邪
などの病気を防ぐために行っていますが、今回は新
型コロナの収束を願いました」と話していました。

無 病息災願い、人形を送る

ほっと

　川舟保育所（黒渕真貴子所長・園児12人）の２～
５歳児６人は１月21日、ミズキ団子作りに挑戦しま
した。例年は地域の人たちと交流をしながら作って
いますが、新型コロナウイルスの影響で規模を縮小
しました。
　先生たちが５色に色付けした後、園児たちは懸命
に丸めて団子の形を作りました。
　岩井栞

か ん な

那ちゃん（６歳）は「みんなが元気になる
ように作りました」と願いを込めていました。

　厄払い行事の白木野人形送りが１月19日、白木
野地区で開かれました。地区住民など約 20 人が参
加。約1．4㍍の武士のわら人形を作り上げました。
　吹雪の中、ほら貝と太鼓の音を響かせながら約
₇00㍍を練り歩き、地区境のクリの木に人形をくく
り付け、無病息災を願いました。
　髙橋美

よし み ち

通さん（白木野・₈4 歳）は「コロナ禍だ
からこそ疫病が集落に入ることを防ぐ人形送りを開
催した」と力を込めていました。 吹雪の中、練り歩く白木野地区の皆さん

全員で協力してミズキに飾り付けました

人

小

形送りでコロナ収束を願う

正月を彩るミズキ団子

　川尻保育園（髙鷹智美園長・園児 31人）は２月
２日、節分お楽しみ会を開きました。各クラスの代
表が手作りの鬼の面を披露し、工夫した点などを発
表しました。
　ゲームを楽しんだ後、鬼が登場。園児たちは大き
な声で「鬼は外！」と勢いよく豆を投げていました。
　髙鷹愛

あ お い

緒依ちゃん（６歳）は「ゲームが楽しかっ
たです。鬼は怖かったけど、ちゃんと豆を投げられ
ました」と笑顔を見せていました。

鬼

鬼の描かれた箱に玉を入れるゲームを楽しむ園児たち

は外！　児童たち勢いよく

　統計調査員の照井重光さん（長瀬野・69 歳）が
農林水産大臣表彰と県知事表彰、髙橋康文さん（新
町・66歳）が県知事表彰を受賞し２月５日、町長が
伝達しました。２人は「精度が高い調査結果を出せ
るのは町民一人ひとりが協力してくれるおかげ」と
感謝していました。　※このほかの受賞者は次のとおり。
【県知事感謝状】有馬英夫さん（鍵飯）、佐々木均さ
ん（川舟）、佐々木博さん（猿橋）
【岩手県統計協会長感謝状】髙橋弘さん（巣郷）、髙
橋勝さん（太田）、藤原滋さん（若畑）表彰状の伝達を受けた照井さん（中央）と髙橋さん（右）

統 計調査の功績者に表彰を伝達



お知らせ

町 町長交際費の公表

　1 月に支出した交際費はありま
せんでした。
● 問い合わせ先／総務課（湯田庁

舎） ☎ 0197-82-3281

町 ふるさと納税の公表

　全国からいただいた、ふるさと
納税の寄付額をお知らせします。

月 件数 金額

１ 342件 632万円

年度計 8,450件 17,750万円

● 問い合わせ先／ふるさと振興課
（湯田庁舎） ☎0197-82-3285

町 若年者の就職・定住を応援

　若年者の定住と事業所への定着
を支援するため、定住費用の一部
や事業主が若年者に支払った給与
などの一部を助成する「西和賀町
若年者ふるさと就職支援事業制
度」を実施しています。
● 助成内容／①若年者：１人当たり

月額１万円以内（就職後12カ月
まで）②事業主：１人当たり月額
２万円以内（就職後６カ月まで）
※ 対象若年者が自らの都合で離

職した場合は、離職した日まで
● 対象／
　①若年者
　　＊ 町内に住所を有する満15歳

以上25歳未満の人（東日本
大震災の被災者を雇用する
場合は満40歳未満の人）

　　＊ 日本国籍を有する町民で、新
たに町内就職した人

　　＊ 町内に就職した後、６カ月以
内に町へ転入した人

　②事業主
　　＊ 町内に就職できる事業所が

ある
　　＊ 雇用の日から、さかのぼって

６カ月の間、事業主の都合
により解雇した者がいない

　　＊ 町税を滞納していないこと
　　＊ 若年者と事業主が３親等以

内の親族関係にないこと
● 申請期限／就職日か転入日から

１カ月以内
● その他／若年者の助成対象とな

る雇用機会は原則一度
● 問い合わせ先／観光商工課（湯田

庁舎） ☎0197-82-3290

町 下水に異物を流さないで

　家庭排水と一緒に異物が流さ
れ、マンホールポンプが停止する
事案が多く発生しています。
　水に溶けにくい物やごみなどが
ポンプに吸い込まれると、ポンプ
が故障し、マンホールから汚水が
あふれます。下水道に異物は絶対
に流さないでください。
● 異物の例／トイレットペーパー

以外の紙類、布類、残飯、油類、
紙おむつ、下着、電池、文具など

● 問い合わせ先／上下水道課（湯
田庁舎） ☎ 0197-82-3289

町 軽自動車の名義変更

　バイクや軽自動車は４月１日現
在の持ち主に軽自動車税が課税さ
れます。
　名義変更や廃車の手続きをしな
いと、引き続き課税されてしまい
ますので、忘れずに３月末までに
手続きをしてください。
● 対象の車両／①原動機付き自転

車、小型特殊自動車②軽自動車
③二輪の小型自動車、軽二輪車

● ①の名義変更で必要なもの／変
更する車両が分かる書類、新し
い所有者の印鑑、前の所有者の
印鑑

● ①の廃車で必要なもの／廃車す
る車両のナンバープレート、所
有者の印鑑　※ナンバープレー
トを紛失した場合は 200 円の
手数料が必要です

● 手続き先／①税務課（湯田庁
舎）、町民課（沢内庁舎）②軽
自動車検査協会岩手事務所③東
北運輸局岩手運輸支局

● 問い合わせ先／税務課（湯田庁
舎） ☎ 0197-82-3282

町 検診などの申し込みを忘れずに

　令和３年度の各種がん検診、１
日人間ドックの申し込みを受け付
けています。
　対象の人には、各地区の保健委
員を通じて検診申込確認票が配布
されています。内容を確認し、忘
れずに提出してください。
● 提出期限／３月 12 日（金）
● 提出先／健康福祉課（沢内庁

舎）、税務課（湯田庁舎）、各地
区の保健委員のいずれか

● 問い合わせ先／健康福祉課（沢
内庁舎） ☎ 0197-85-3411

町 巣郷老人憩の家を休業

　巣郷老人憩の家を４月１日から
休業します。
　町内の公共温泉施設について、
民間への売却などによる施設存続
を進めてきましたが、同施設の事
業継続の申し出はありませんでし
た。ご利用いただきました皆さま
に感謝するとともに、休業につき
ましてご理解をお願いします。
● 問い合わせ先／健康福祉課（沢

内庁舎） ☎ 0197-85-3412

町 下水の悪質業者に注意

　「下水排水管の点検・洗浄を行
う」と言い、高額な代金を請求す
る事例が発生しています。町では、
業者に依頼し宅地内の排水管の点
検や清掃は行っていません。ご注
意ください。
● 問い合わせ先／上下水道課（湯

田庁舎） ☎ 0197-82-3289

町 ２月１日付け人事異動

　新型コロナウイルスワクチン接
種の体制を整備するため、２月１
日付けで人事異動を行いました。
● 異動者／髙橋里子
● 異動先／健康福祉課主任（前・

企画課主任）
● 問い合わせ先／総務課（湯田庁

舎） ☎ 0197-82-3281

町 ４月から町民バスが県交通廃止路線を運行します

　岩手県交通の町内バス路線が３月 31 日で廃止されます。４月以降は
町民バスが廃止路線の運行を継続する予定です。
　現在、運行内容の詳細を検討中です。主な変更点（予定）をお知らせ
します。時刻表や運行ルートなど詳細は広報西和賀４月号で改めてお知
らせします。
　なお、下記変更点は検討中の案です。内容を変更する可能性があるこ
とをご了承ください。
● 変更点／

現在 主な変更点

運行ルート 曜日ごとに各地区を１日
４便（２往復）

・ 曜日ごとに各地区を１日３便（帰
り２便目を休止）

・ 岩手県交通の路線（県道１号ルー
ト）の運行を追加

ダイヤ 通院、買い物に合わせた
設定

通院、買い物、JR 北上線（ほっと
ゆだ駅）に合わせた設定

運休 土日祝日、お盆、年末年始
・ 各地区ルート／年末年始、土日
（祝日は運行）

・ 岩手県交通の路線（県道１号ルー
ト）／年末年始

運賃 １乗車 100 円
・４月～９月／全員無料
・10 月から／ １乗車100円。ただ

し、高校生以下・75歳
以上・障がい者は無料

乗り方
降りるときに
・運転手に声を掛ける
・100 円を払う

乗るときに
・降りる場所を運転手に伝える
・100 円を払う（10 月から）

● 問い合わせ先／企画課（湯田庁舎） ☎ 0197-82-3284

町 宝くじ助成で備品整備

　上野々地区協議会（高橋純会長）
が宝くじ助成事業を活用して、公
民館の暖房器具や高齢者用のい
す・机を整備しました。
　この事業は一般財団法人自治総
合センターが地域社会の健全な発
展と住民福祉の向上のため、宝く
じの受託事業収入を財源として実
施しています。
● 問い合わせ先／ふるさと振興課
（湯田庁舎） ☎ 0197-82-3285

町 宇宙×ILC の企画展示

　創立１２０周年を迎えた国立天
文台水沢・岩手県県南広域振興局
と連携し、国際リニアコライダー

（ILC）に関する企画展示を開催し
ます。
● 内容／国立天文台水沢と国際リ

ニアコライダー（ILC）を紹介
するパネルなどの展示

● 日時／３月３日（水）〜７日（日）
午前９時〜午後５時

● 場所／銀河ホールホワイエ
● 問い合わせ先／生涯学習課（湯

田庁舎） ☎ 0197-82-3283

（高橋純会長）
「お年寄りもコミュニティー活
動に参加できる体制を整える
ことができました。地域の活
性化に役立てたいと思います」

町 にしわが食材マルシェ

　町内で生産された新鮮な野菜を
販売する「にしわが食材マルシェ」
を令和３年度も開催します。
　参加を希望する人は作付けに向
けた準備をお願いします。
　実施期間など詳細は改めてお知
らせします。
● 内容／町内産野菜を地元で提供

する事業。町が仲介役となり、
農家から新鮮な野菜を集荷し、
町内スーパーマーケットで販売
します

● 実施予定期間／７月〜 10 月
● 実施予定場所／スーパーオセン

湯本本店
● 募集予定時期／５月
● 問い合わせ先／農業振興課（沢

内庁舎） ☎ 0197-85-3415

国 大切な遺言を守ります

　自筆証書遺言書は、自書さえで
きれば遺言者本人のみで作成で
き、手軽で自由度の高いものです
が、遺言者本人の死亡後に遺言書
が発見されなかったり、改ざんさ
れる恐れがありました。
　令和２年７月 10 日から遺言の
利用を促進し、相続をめぐる紛争
を防止することを目的として、法
務局が自筆証書遺言書をお預かり
し、長期間適正に管理することで、
自筆証書遺言の利点を損なわず、
これらの不安を解消できるように
しました。
● 問い合わせ先／盛岡地方法務局

花巻支局 ☎ 0198-24-8311

国 お金との付き合い方を学ぼう

　東北財務局盛岡財務事務所で
は、各学校、学童クラブなどにお
伺いし、「子どもの頃から、お金
との付き合い方に適切に判断する
力を身に付ける」金融経済教育講
座や各種会合で金融詐欺犯罪未然
防止などの出前講座を行っていま
す。費用は掛かりません。
● 問い合わせ先／東北財務局盛岡

財務事務所 ☎ 019-625-3353
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項　目 実　数 前月との比較
転　入 6  － 6
転　出 3  － 2
出　生 0  － 2
死　亡 10  5
人　口 5,356  － 7

男 2,496  － 4
女 2,860  － 3

世帯数 2,262  5

町民の動き（１月末現在）

交通事故の状況（１月分）
項　目 実　数 累　計
物　損 10 件 （10 件）
人　身 0 件 （  0 件）
負　傷 0 件 （  0 件）
死　亡 0 件 （  0 件）
飲　酒 0 件 （  0 件）

（　）は１月からの累計

火災・救急の状況（１月分）

火 災 出 動 件 数
１件（1 件）

●火　災

区　分 件　数 搬送人数
緊
急
出
動
件
数

交　通 3件 （ 3件） 2人 （2人）
急　病 20件 （20件）20人 （20人）
その他 12件 （12件）10人 （10人）

合　計 35件 （35件）32人 （32人）
（　）は１月からの累計

●救　急

お知らせ

その他 オリンピック聖火がやってくる

　東日本大震災津波から 10 年と
なる３月、復興五輪の象徴の「聖
火」を展示します。
　世界からの支援への感謝と復興
への誓いを新たにするとともに、
新型コロナウイルスを乗り越えて
行われる東京 2020 オリンピッ
ク・パラリンピックの象徴でもあ
る聖火を見ることで、子どもたち
の未来につなげます。
● 展示内容／東京2020オリンピッ

ク聖火、聖火リレートーチほか
● 日時／３月15日（月）午後1時30

分〜4時
● 場所／西和賀町文化創造館銀河

ホール
● 入場料／無料
● その他／来場の際はマスクを着

用してください。発熱や風邪の症
状、体調がすぐれない人は来場を
ご遠慮ください

● 問い合わせ先／東京2020オリン
ピック・パラリンピック聖火事業
等岩手県実行委員会（岩手県文
化スポーツ部オリンピック・パラ
リンピック推進室）

 ☎019-629-6496

消防 ホームタンクからの油流出に注意

　冬はホームタンクなどからの油
流出事故が発生しやすい時季で
す。雪で見えなくなった配管を除
雪作業で壊してしまったり、落雪
によりホームタンクが倒れたりす
るなど事故が起こりやすい状況で
す。日頃から注意し、日々の点検
で事故を防ぎましょう。
● 事故の原因／①除雪作業や落雪

による配管などの破損②灯油の
小分け作業中に目を離した③
ホームタンクの元栓の閉め忘れ

● その他／①油流出事故を起こす
と油回収費用などは原因者の負
担です②万一事故を起こしたと
きは西和賀消防署に連絡してく
ださい

● 問い合わせ先／西和賀消防署
 ☎ 0197-62-5350

国 お金の悩みは相談を

　東北財務局盛岡財務事務所では、
借入金を返済することが難しく
なった人やご家族、亡くなったご
家族に借入金があり、対応に迷っ
ている人からの相談に応じます。
相談は無料で秘密は厳守します。
● 相談専用電話／
 ☎ 019-622-1637
● 受 付 時 間 ／ 平 日 午 前 ８ 時 30

分〜午後４時 30 分
● 問い合わせ先／東北財務局盛岡

財務事務所 ☎ 019-625-3353

その他 錦秋湖湖水まつりを中止

　５月 29 日（土）に開催を予定
していた第 41 回錦秋湖湖水まつ
りを中止します。
　開催に向けての協議を重ねまし
たが、新型コロナウイルス感染症
の拡大リスクを完全に排除するこ
とが難しいため、中止を決定しま
した。
　町民の皆さまや関係者の皆さま
には、ご理解いただきますようお
願いします。
● 問い合わせ先／錦秋湖湖水まつ

り実行委員会事務局（町観光協
会） ☎ 0197-81-1135

その他 愛児会で保育士などを募集

　社会福祉法人にしわが愛児会で
は、４月１日採用の臨時職員を募
集します。
● 募集人数／１〜２人
● 職種／非常勤保育士（保育士免

許所有者か取得見込みの人）、
保育補助（資格は問いません）

● 勤務場所／湯本保育園か川尻保
育園

● 勤 務 条 件 な ど ／ 午 前 ７ 時 30
分〜午後６時 30 分の時間内で
交代勤務（８時間以内）、週５
日勤務（原則祝日休み、年末年
始・夏季休暇あり）、有給休暇

（年間最大 20 日）
● 応募／３月 15 日（月）までに

①履歴書②取得免許の写しまた
は卒業見込み証明書を送付

● 選考方法／書類選考と面接
● 問い合わせ先／社会福祉法人に

し わ が 愛 児 会（ 〒 029-5505
西和賀町湯本 30-61）

 ☎ 0197-84-2510

消防 春の全国火災予防運動

　「その火事を 防ぐあなたに 金メ
ダル」を統一標語に、春の全国火
災予防運動が行われます。
　町では、昨年２件の火災が発生
しています。春は空気が乾燥し、
火災の起こりやすい気象状態とな
ります。暖房器具の取り扱いには
十分注意しましょう。たばこの投
げ捨てはやめ、火災予防を心掛け
ましょう。
● 運動期間／３月１日（月）〜７

日（日）
● 問い合わせ先／西和賀消防署
 ☎ 0197-62-5350

その他 教育資金をサポート

　「国の教育ローン」は高校、大
学などへの入学時・在学中の費用
を対象とした公的な融資制度です。
● 融資額／子 1 人あたり 350 万

円以内
● 金利／年 1.68㌫ 固定金利
● 返済期間／ 15 年以内
● 使い道／入学金、授業料、教科

書代、アパート・マンションの
敷金・家賃など

● 返済方法／毎月元利均等返済
（ボーナス時増額返済も可能）

● 問い合わせ先／教育ローンコー
ルセンター

 ☎ 0570-008656

広告スペース

国 国税専門官を募集

　仙台国税局では、国税専門官を
募集しています。国税専門官は国
の財政を支える重要な仕事を担
い、税務署などで調査・徴収・検
査や指導などを行う税務のスペ
シャリストです。
● 受験資格／①平成３年４月２日

から平成 12 年４月１日生まれ
の人②平成 12 年４月２日以降
生まれの人で大学を卒業・卒業
見込みの人または人事院が同等
の資格があると認める人

● 受付期間／３月 26 日（金）〜
４月７日（水）

● 申込方法／インターネット申し
込み

● 第１次試験日／６月６日（日）
● 問い合わせ先／①仙台国税局人

事第二課試験研修係
 ☎ 022-263-1111（内線 3236)

　②人事院東北事務局
 ☎ 022-221-2022

県 家きんの定期報告

　高病原性鳥インフルエンザ発生
に備え、家きんを飼っている人は、
飼育の目的にかかわらず毎年２月
１日時点の飼育状況を報告する必
要があります。
● 対象／鶏、チャボ、アヒル、ウ

ズラ、キジ、ダチョウ、ホロホ
ロ鳥、七面鳥

● 報告期限／ 6 月 15 日（火）
● 報告・問い合わせ先／岩手県県

南家畜保健衛生所（奥州市水沢
区佐倉河字東舘 41-1）

 ☎ 0197-23-3531

国 自衛官を募集します

　自衛隊岩手地方協力本部は、令
和３年度の自衛官を募集します。
● 募集種目／①自衛官候補生②予

備自衛官補（一般公募）③予備
自衛官補（技能公募）

● 受付期間／①年間を通じて募集
②③４月９日（金）まで

● 問い合わせ先／自衛隊岩手地方
協力本部北上地域事務所

 ☎ 0197-63-6736

国 国家公務員になりませんか

　人事院では、国家公務員採用試
験を実施します。申し込みはイン
ターネットで行ってください。
● 試験／①総合職試験（院卒者試

験・大卒程度試験）②一般職試
験（大卒程度試験）③一般職試
験（高卒者試験）

● 受付期間／① 3 月 26 日（金）
午前９時〜４月 5 日（月）②４
月２日（金）午前９時〜 14 日

（水）③６月 21 日（月）午前９
時〜 30 日（水）

● 第１次試験日／①４月 25 日
（日）②６月 13 日（日）③９月
５日（日）

● その他／申込方法や受験資格な
ど、詳しくは人事院東北事務局
に問い合わせるかホームページ
を確認してください

● 問い合わせ先／人事院東北事務
局第二課試験係

 ☎ 022-221-2022

お悔やみ申し上げます
大石�時代 さん� （新町）

1月16日永眠�91歳
髙橋�ミエ さん� （川舟）

1月28日永眠�95歳
髙橋�和子 さん （耳取）

1月29日永眠�82歳
吉田�久志 さん （川舟）

1月29日永眠�62歳
髙橋�アイ さん� （川舟）

2月1日永眠�93歳
小田島�キワ さん� （本屋敷）

2月1日永眠�88歳
刈田�キヨ子 さん （鍵飯）

2月2日永眠�88歳
髙橋�延子 さん （上野々）

2月3日永眠�81歳
新田�英子 さん� （両沢）

2月10日永眠�87歳

戸籍の窓  １月16日～２月15日受付分

● 問い合わせ先／町民課（沢内庁舎）
 ☎0197-85-2111

ご誕生おめでとうございます
髙橋 怜

れ い じ
士 くん 仁さん（弁天）

工藤 現
げん

くん 博さん（中村）
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編集後記／今月の表紙候補

▶広報西和賀が２部門で全国広報コンクールに
出場します。出演いただいた皆さん、読者の皆
さんのおかげです。ありがとうございました。
町内の人や他市町村の仲間、古里の岩泉町の人
からもお祝いの連絡をいただきました。中でも
うれしかったのは国勢調査の指導員さんからの
連絡。受賞号の取材・編集と同時期に国勢調査
の審査事務をしていただいていたので、喜びを
分かち合えたような気持ちです。 （有原隼人）

広報西和賀を広報西和賀を
アプリで配信アプリで配信

Dreams Come True
僕の夢 私の夢

　僕の夢はラーメン店を開くことです。滝沢市のラーメン店で食べた味噌
ラーメンの味に衝撃を受け、ラーメンを作りたいと考えるようになりました。
　今は、いろいろな店のラーメンを食べて、味の研究を続けています。特
にスープの味に重点を置いて研究しています。
　将来は西和賀町でラーメン店を開き、こだわりの味噌ラーメンをメイン
に出したいです。そして、町の人からも愛されるラーメンを作り、全国か
らお客さんが来るような店にしたいです。

こだわりのラーメンで
愛される店を開きたい

石川 昇
しょう

君　沢内小６年第 18 回


